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平
成
29
年
10
月
13
日（
金
）、14
日（
土
）、神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
第
27
回
定

期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
鈴
木
大
介
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
女
性
委
員
会
事
務
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
常
任
委

員
19
名
、
委
員
85
名
が
集
結
し
た
。

　

冒
頭
、
新
倉
青
年
女
性
委
員
長
が
挨
拶
。
そ
の
中
で
、今
年
7
月
の
青
女
組
合
員
の
脱
退
は
、
組
織
と
し
て
一
歩
後
退
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
反
省
を
生
か
し
、「
J
R
西
労
組
で
良
い
」
で
は
な
く
、「
J
R
西
労
組
が
良
い
」
と
み
ん
な
が
思
う
組
織
づ
く
り
に
向
け
、2

歩
、
3
歩
前
進
し
よ
う
。と
力
説
し
た
。ま
た
、
事
故
を
経
験
し
て
い
な
い
青
女
が
安
全
感
度
を
高
め
、声
を
挙
げ
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
訴
え
た
。
鈴
木
大
介
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
女
性
委
員
会
事
務
長
ら
の
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
荻
山
市
朗
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
執
行
委
員
長

が
、
参
加
の
青
年
女
性
委
員
を
激
励
し
た
。
そ
の
後
、
活
動
経
過
報
告
、
活
動
方
針
案
の
提
起
が
行
わ
れ
、
１
日
目
が
終
了
。
２
日
目

は
、
全
体
質
疑
が
行
わ
れ
、
各
地
本
や
職
場
を
代
表
し
て
19
名
の
委
員
か
ら
、「
安
全
」「
青
女
活
動
」「
組
織
」「
女
性
の
働
き
方
」
な
ど

38
項
目
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
活
動
方
針
な
ど
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
新
体
制
が
発
足
し
た
。
最
後

に
、
再
任
さ
れ
た
新
倉
青
年
女
性
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
第
27
回
定
期
委
員
会
は
閉
幕
し
た
。

廣
松
　
佑
一
（
本
社
総
支
部
）

●
総
合
職
、
特
に
間
接
部
門
の
組

合
意
識
が
低
い
。
多
く
の
総
合
職

若
手
組
合
員
は
、
入
社
後
す
ぐ

に
、
各
支
社
へ
配
属
さ
れ
、
組
合

活
動
に
接
す
る
機
会
の
な
い
ま

ま
、
本
社
へ
異
動
す
る
。
地
本
と

し
て
育
て
る
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
打
破
す
る
た

め
、
中
央
本
部
を
は
じ
め
、
各
地

本
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
地
本

に
お
け
る
総
合
職
組
合
員
の
積
極

的
組
合
活
動
へ
の
参
加
・
参
画
を

お
願
い
す
る
。

●
間
接
部
門
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
な
っ
て
お

り
、今
後
も
増
加
す
る
と
考
え
る
。

　

そ
ん
な
中
メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ

り
休
職
す
る
青
女
組
合
員
も
い
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」と「
間
接
業
務
に
馴
染
め
な

い
」と
い
う
２
点
が
あ
る
。管
理
職

を
含
む
上
司
の
細
や
か
な
ケ
ア
が

必
要
で
あ
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
日
頃
か
ら
と
る
」等
、細
や
か

な
フ
ォ
ロ
ー
を
要
請
す
る
。

兵
藤
　
武
志
（
神
戸
地
本
）

●
分
会
青
女
の
組
織
を
立
ち
上
げ

る
為
に
、
具
体
的
に
プ
ラ
ン
は
あ

る
の
か
。

●
新
入
社
員
が
約
半
分
に
な
り
、

契
約
社
員
か
ら
正
社
員
へ
登
用

が
増
え
て
い
る
。
神
戸
地
本
は
、

青
女
の
資
格
に
つ
い
て
、年
齢
の

引
き
上
げ
、「
入
社
10
年
目
ま
で
」

な
ど
の
提
案
を
し
て
き
た
。神
戸

地
本
の
川
原
委
員
長
の
言
う「
青

女
は
宝
だ
」
の
と
お
り
、
素
晴
ら

し
い
組
織
を
経
験
す
る
機
会
を
創

出
し
て
欲
し
い
。「
社
員
登
用
さ
れ

て
か
ら
３
年
間
」を
有
資
格
に
で

き
な
い
か
。

●
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
約
3
割
が
青
女

組
合
員
で
あ
る
。
な
の
に
、
中
央

本
部
に
は
専
従
が
青
女
委
員
長
１

名
で
あ
る
。
こ
の
割
合
で
な
ぜ
専

従
が
１
名
な
の
か
。

　

新
倉
委
員
長
は
、
選
挙
運
動
へ

の
参
加
な
ど
、
東
奔
西
走
の
忙
し

さ
で
あ
っ
た
。
会
社
が
ワ
ー
ク・ラ

イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を
改
革
し
て
い
る

今
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・ユ
ニ
オ
ン・バ

ラ
ン
ス
の
改
革
も
必
要
で
は
な
い

か
と
い
う
声
ま
で
聞
か
れ
る
。
是

非
と
も
青
年
女
性
委
員
会
に
専
従

枠
拡
大
の
ご
検
討
を
お
願
い
す

る
。

尾
里
　
壮
志
（
福
岡
地
本
）

●
新
幹
線
車
掌
の
登
用
が
最
短
で

も
４
年
、
新
幹
線
運
転
士
で
８
年

が
必
要
で
あ
る
。
乗
務
員
の
採
用

も
厳
し
く
、
ほ
と
ん
ど
が
30
歳
を

超
え
て
登
用
さ
れ
る
。

　

博
多
列
車
区
の
青
女
組
合
員

も
、
正
社
員
９
名
、
契
約
社
員
７

名
で
あ
る
。
２
年
後
に
は
正
社
員

は
30
歳
を
超
え
て
ゼ
ロ
と
な
り
、

契
約
社
員
の
み
で
の
活
動
と
な

る
。
客
室
乗
務
員
制
度
の
維
持

と
、
新
幹
線
乗
務
員
へ
の
直
接
登

用
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

板
倉
　
尚
也
（
米
子
地
本
）

●
若
手
組
合
員
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
に
対
し
て「
魅
力
が
感
じ
ら
れ

な
い
」「
組
合
活
動
は
面
倒
」と
い

っ
た
声
を
聞
く
。１
年
前
、所
属
の

分
会
長
が

脱
退
。
分

会
、支
部
、

地
本
が
連

携
し
、迅

速
に
動
い

た
結
果
、組
織
混
乱
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
が
、悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
す
る
に
は
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
で
良

い
」で
は
な
く
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が

良
い
」と
一
人
ひ
と
り
が
思
え
る

組
織
作
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
役
割
や
重

要
性
、
運
動
内
容
と
そ
の
成
果
を

キ
チ
ッ
と
一
般
組
合
員
に
「
伝
え

る
力
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
若
い
組
合
員
一
人
一
人
意
識

し
、
耳
を
傾
け
る
「
聴
く
力
」
が

基
に
な
っ
て
い
る
。

　

地
本
主
催
の
毎
年
恒
例
の
「
夏

レ
ク
」
以
外
に
も
新
入
組
合
員
を

対
象
と
し
た
歓
迎
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
６
月
に
開
催
し
た
。

　

今
後
も
、
本
部
、
地
本
が
連
携

し
、
組
織
と
し
て
の
求
心
力
の
底

上
げ
、
ま
た
不
幸
な
組
合
員
を
出

す
こ
と
な
く
、
全
青
女
組
合
員
に

「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
良
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
組

織
の
構
築
に
向
け
、
共
に
手
を
取

り
合
い
取
り
組
ん
で
い
く
。

梅
田
　
博
史
（
福
知
山
地
本
）

●
９
月
20
日
に
福
知
山
電
車
区
構

内
に
お
い
て
協
力
会
社
社
員
が
死

亡
す
る
と
い
う
労
災
死
亡
事
故
が

発
生
。「
青
女
と
し
て
自
分
と
仲
間

の
命
を
守
れ
る
よ
う
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
毎
年
開
催
す
る
新
入
社
員
を
対

象
と
し
た
組
合
加
入
オ
ル
グ
に
向

け
て
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た
地
本

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル「
青
年
女
性
委

員
会
コ
ー
ス
」へ

積
極
的
に
参
加

し
、し
っ
か
り
と

意
思
疎
通
を
図

る
事
が
で
き
た

と
実
感
し
て
い

る
。

　

オ
ル
グ
当
日
は
、
我
々
青
女
が

「
労
働
組
合
の
必
要
性
や
Ｊ
Ｒ
西

労
組
の
活
動
内
容
等
」
を
説
明

し
、
新
入
社
員
21
名
全
員
が
理
解

し
た
う
え
で
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
に
加

入
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
続
き
、
２
回

目
と
な
る
基
本
組
織
と
一
体
と
な

っ
た
勉
強
会
も
開
催
。
模
擬
の

団
交
形
式
で
は
あ
る
が
、
業
務

速
報
作
成
ま
で
の
一
連
作
業
を
行

っ
た
。
間
接
に
い
る
若
手
組
合
員

も
参
加
し
、
緊
張
感
の
あ
る
意

見
交
換
と
な
っ
た
。

　

指
令
所
組
合
員
と
の
意
見
交
換

に
つ
い
て
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
が
福

知
山
支
社
管
内
の
担
当
線
区
外
の

指
令
員
の
た
め
、
話
が
噛
み
合
わ

な
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
グ

ル
ー
プ
分
け
に
つ
い
て
は
再
考
を

お
願
い
す
る
。

光
石
　
智
博
（
広
島
地
本
）

●「
労
働
組
合
の
原
点
は
分
会
活

動
」と
あ
る
が
、人
数
が
少
な
い
支

部・分
会
の
青
女
は
親
組
織
に
付

帯
し
て
活
動
す
る
だ
け
に
終
始
し

て
し
ま
う
。使
い
勝
手
の
い
い「
分

会
活
動
の
す
す
め
」の
よ
う
な
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
作
成
を
お
願
い
す
る
。

小
田
　
貴
生
（
和
歌
山
地
本
）

●
も
し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
脱
退
す

る
若
手
組
合
員
が
出
て
き
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取
る
べ
き
な
の
か
。
フ
ォ
ロ
ー
の

仕
方
や
初
動
に
つ
い
て
本
部
の
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
民
進
党
が
分
裂
。
政
治
不
信
に

あ
え
ぐ
世
の
中
と
同
様
、
我
々
若

手
組
合
員
も
不
信
感
を
募
ら
せ
て

い
る
。「
個
人
を
推
す
」
と
話
さ
れ

て
い
た
が
、
私
た
ち
が
、
若
手
組

合
員
に
訴
え
る
と
き
に
方
向
性
を

示
せ
な
い
。
個
人
が
い
る
選
挙
区

で
は
、
そ
の
個
人
へ
投
票
を
訴
え

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
私
に
は
、

た
だ
「
選
挙
に
行
こ
う
」
と
し

か
、
伝
え
る
言
葉
が
な
い
。

●
和
歌
山
に
お
い
て
も
、
協
力
会

社
の
方
と
意
見
交
換
で
き
る
場
を

設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

酒
井
　
大
樹
（
金
沢
地
本
）

●
金
沢
地
本
の
青
女
組
合
員
が

J
R
西
労
組
を
脱
退
。
西
労
に
加

入
す
る
事
象
が
発
生
。
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。反
面「
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
」「
全
く
知
ら
な

か
っ
た
」な
ど
と
い
う
声
が
あ
り
、こ

の
無
関
心
と
い
う
現
状
に
危
惧
を

抱
い
て
い
る
。

●
今
後
、
地
本
と
し
て
、
世
話
役

活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
他

労
組
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行
う

な
ど
、
組
合
に
つ
い
て
も
っ
と
知

る
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

●「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」へ

の
加
入
率
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。

理
解
促
進
と
加
入
活
動
の
取
り
組

み
内
容
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀

賞
等
の
賞
に
つ
い
て
、
何
が
良
か

っ
た
か
を
記
載
し
、
「
見
え
る

化
」
を
お
願
い
し
た
い
。

沖
畠
　
裕
章
（
岡
山
地
本
）

●
青
女
組
合
員
が
西
労
に
加
入
す

る
と
い
う
悲
し
い
事
象
が
発
生
。

我
々
に
今
必
要

な
こ
と
は
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
魅
力

を
知
り
、伝
え
る

こ
と
で
あ
る
。脱

退
の
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
魅
力
を
感
じ
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。今
だ

か
ら
こ
そ
、
青
女
が
主
催
し
て
、

組
織
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

の
か
。

●
青
女
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
一
人

一
役
全
員
主
役
」
と
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
将
来
は
間
違
い
な
く
、

我
々
の
世
代
に
か
か
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
今
、
基
本
組
織
を
含

め
全
体
で
、
青
女
の
目
指
す
べ
き

姿
と
展
望
を
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
。

●
来
年
度
よ
り
、
本
部
青
女
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
活
動
が
大
き
く

変
わ
る
。
誰
で
も
参
加
し
や
す
い

青
女
活
動
を
お
願
い
す
る
。

荒
木
　
佑
斗
（
大
阪
地
本
）

●
現
行
、
３
年
に
１
度
更
新
の
際

に
ク
レ
ペ
リ
ン
検
査
が
あ
る
。
不

合
格
に
な
る
と
再
度
検
査
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
。
数
年
後
に

再
度
受
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

●
支
所
は
本
区
と
和
歌
山
に
あ
る

新
在
家
派
出
所
に
あ
る
が
、
新
在

家
派
出
所
に
異
動
と
な
る
と
エ
リ

ア
手
当
が
下
が
る
。
同
率
の
10
％

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

粟
屋
　
侑
大
（
広
島
地
本
）

●
活
動
方
針
案
に
、
指
令
所
組
合

員
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
と
あ

る
が
、
参
加
地
本
は
京
都
・
大

阪
・
和
歌
山
・
神
戸
・
福
知
山
と

な
っ
て
い
る
。
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
地
本
に
つ
い
て
、
本
部
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

新
幹
線
乗
務
員
へ
の

直
接
登
用
の
検
討
を
！

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

ユ
ニ
オ
ン・バ
ラ
ン
ス
の

改
革
も

間
接
部
門
の

若
手
組
合
員
に

細
や
か
な
ケ
ア
を

ク
レ
ペ
リ
ン
検
査
の

再
受
験
を
！

指
令
所
組
合
員
と
の

意
見
交
換
会　

参
加
対
象
で
な
い

地
本
は
ど
う
な
る
？

新
入
社
員
組
合
加
入

オ
ル
グ
を
完
遂
！

青
女
の
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
作
成
を

無
関
心
と
い
う
現
状
に

危
惧

青
女
委
員
会
の

目
指
す
べ
き
姿
を

議
論
す
る
必
要
が
あ
る

「
J
R
西
労
組
で
良
い
」

で
は
な
く
、「
J
R
西
労
組

が
良
い
」を
目
指
し
て

「制度の壁」に続き、「風土の壁」を乗り越えよう「制度の壁」に続き、「風土の壁」を乗り越えよう「制度の壁」に続き、「風土の壁」を乗り越えよう「制度の壁」に続き、「風土の壁」を乗り越えよう
「伝える力」と「聴く力」で組織に活力を「伝える力」と「聴く力」で組織に活力を「伝える力」と「聴く力」で組織に活力を「伝える力」と「聴く力」で組織に活力を

「
J
R
西
労
組
で
良
い
」で
は
な
く

　
「
J
R
西
労
組
が
良
い
」と
み
ん
な
が
思
う
組
織
に

一
人
一
役
・
全
員
主
役
！

ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会 第27回定期委員会

「
選
挙
に
行
こ
う
」と

し
か
伝
え
る
言
葉
が

な
い


